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論文内容の要旨

本論文は，つぎの二つの目的をもって行われた研究の結果をまとめたものであり， 6 章からなって

いる。

l 1 J マルチノズル超音速空気エゼクタの性能に及ぼす各部す法の効果の究明。

l n J 超音速気体エゼクタの性能とその最適設計の簡便な計算方法の確立。

第 1 章は序論であり，そこでは従来の研究を参照して，本研究の目的と本論文の概要を述べている。

第 2 章では， (1) の目的に対し実験的検討を加えている。その結果，マルチノズルからの噴流がデ

イフユーザ壁面に衝突したり，噴流どうしが衝突したりしないように，マルチノズルの傾き角度，デ

イフユーザの先細り角度，ノズルスペーシング等を決定すべきであることと それらの最適値を示し

ている。また，マルチノズルを採用すると，デイブユーザの混合部分の長さが短縮されることと，運

転時の騒音が著しく低減されることを示している。

第 3 章では， (n) の目的のうちの性能の簡便な計算方法について述べている。そこでは，提案され

た性能計算方法が超音速デイブユーザを有するエゼクタにも適用可能であり，かっ，簡便で有効であ

ることを示している。また，エゼクタの内部の流れ損失や気体の分子量が性能に及ぼす効果について，

その計算方法を適用して数値的に検討を加え，とくにデイフユーザにおける流れ損失の効果が重大で

あることを示している。

第 4 章では， (II) の目的のうちの最適設計の簡便な計算方法について述べている O そこでは，第 3

章で提案された性能計算方法を適用して，内部流動状態と性能との対応について検討を加え，最適設

計条件を明らかにしている。また，計算例として最適エゼ、クタの性能曲線を示し，これを設計計算図
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として利用する方法について説明している。

第 5 章では， (1) の目的に対して，ノズルの膨張比について実験的検討を加え，最適膨張比は，正

常膨張に近く若干の不足膨張ノズルとなる場合に得られることを明らかにしている。この結果は，第

4 章の理論の結果と一致する。なわ得られた結果は，簡便な設計資料となり得るように，駆動空気圧

力と最適膨張比とを対応させて示している。

第 6 章は結論であり，そこでは，本論文で得られた結果の総括を述べている。

論文の審査結果の要旨

本論文は駆動圧力が高い場合に用いられる超音速エゼ、クタに関する研究をまとめたもので，得られ

た主要な成果はつぎのとおりである。

(1) 従来のエゼクタ性能計算式は複雑であるが，本論文では各部分における全圧比や気体力学的関数

を用いるなどにより 簡便な性能計算式を導き，この式が多くの種類の気体に対する従来の実験と

よく一致することを示した。また，この性能計算式より最適設計条件を求めた。

(2) 超音速エゼクタでは騒音が大となるが，マルチノズルエゼクタを用いれば騒音が大幅に低下する

こと，エゼクタの流量比を大にできることなどを示した。そしてマルチノズルエゼクタの最適寸法

を決定した。

以上のように本論文は超音速エゼクタに関する多くの新知見を含み，流体機械工学上貢献する所が

大きし」よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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